
(57)【要約】

　【課題】バストの動きに対する追従性がよく、動的快

適性に優れたブラジャーを提供する。

  【解決手段】　荷重が負荷された時に発生する応力と

、応力発生開始時から応力がピークに達するまでの時間

との積である圧力積分値が、３０００～１３０００の範

囲内で、かつ、該圧力積分値の範囲内における回復率が

８５％～１００％である弾性素材を備えていることを特

徴とするカップ材を提供する。前記弾性素材は、バスト

の動きに応じて生じる前記荷重負荷時に発生する応力が

１０００ｇｆ以下としている。

　【選択図】　図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 荷 重 が 負 荷 さ れ た 時 に 発 生 す る 応 力 と 、 応 力 発 生 開 始 時 か ら 応 力 が ピ ー ク に 達 す る ま で
の 時 間 と の 積 で あ る 圧 力 積 分 値 が 、 ３ ０ ０ ０ ～ １ ３ ０ ０ ０ の 範 囲 内 で 、 か つ 、 該 圧 力 積 分
値 の 範 囲 内 に お け る 回 復 率 が ８ ５ ％ ～ １ ０ ０ ％ で あ る 弾 性 素 材 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と
す る カ ッ プ 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 弾 性 素 材 は 、 バ ス ト の 動 き に 応 じ て 生 じ る 前 記 荷 重 負 荷 時 に 発 生 す る 応 力 が １ ０ ０
０ ｇ ｆ 以 下 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の カ ッ プ 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 弾 性 素 材 は 、 発 泡 樹 脂 の 少 な く と も 外 面 に 伸 縮 性 素 材 を ラ ミ ネ ー ト し て 一 体 化 し た
素 材 、 あ る い は ダ ブ ル ラ ッ セ ル 構 造 体 や ダ ブ ル ニ ッ ト 構 造 体 か ら な る 編 物 と し て い る 請 求
項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の カ ッ プ 材 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 弾 性 素 材 の 発 泡 樹 脂 に ラ ミ ネ ー ト す る 伸 縮 性 素 材 は 、 ベ ア 天 竺 素 材 か ら な る 請 求 項
３ に 記 載 の カ ッ プ 材 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 弾 性 素 材 の 厚 さ は ２ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載
の カ ッ プ 材 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 弾 性 素 材 を バ ス ト ト ッ プ に 当 た る 位 置 を 含 ん で 、 カ ッ プ 部 全 面 の ６ ０ ％ 以 上 に 配 置
し て い る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の カ ッ プ 材 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 弾 性 力 の あ る カ ッ プ 材 に よ り カ ッ プ 部 を
形 成 し て い る カ ッ プ を 有 す る 衣 類 。
【 請 求 項 ８ 】
　 ブ ラ ジ ャ ー 、 ブ ラ ス リ ッ プ 、 ボ デ ィ ス ー ツ 、 水 着 、 レ オ タ ー ド 、 ス ポ ー ツ ウ エ ア か ら な
る 請 求 項 ７ に 記 載 の カ ッ プ 部 を 有 す る 衣 類 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ブ ラ ジ ャ ー 等 に 用 い る カ ッ プ 材 お よ び 該 カ ッ プ 材 か ら な る カ ッ プ 部 を 有 す る 衣
類 に 関 し 、 特 に 、 締 め 付 け 感 が な く 、 バ ス ト を ふ ん わ り と 包 み な が ら バ ス ト 動 作 時 の 追 従
性 を 備 え 、 着 用 感 を 高 め る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 ブ ラ ジ ャ ー 等 の カ ッ プ 部 を 有 す る 衣 類 に お い て 、 バ ス ト の 造 形 性 を 主 た る 機 能 と
し て い る 場 合 、 カ ッ プ 材 と し て 伸 び の な い 非 伸 縮 性 素 材 あ る い は 伸 び の 少 な い 伸 縮 性 素 材
、 所 謂 、 硬 い 素 材 が 用 い ら れ る 。 こ の 伸 び の 少 な い 素 材 を カ ッ プ 材 と し て い る 場 合 、 バ ス
ト の 造 形 性 の 点 で は 優 れ て い る が 、 動 的 変 形 に 追 従 せ ず 、 締 付 感 が 強 く な り 、 リ ラ ッ ク ス
し た 着 用 感 が 得 ら れ に く い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 伸 び の 良 い 伸 縮 性 素 材 を カ ッ プ 材 と し て 用 い た 場 合 、 バ ス ト の 保 形 性 が 劣 り バ ス ト の 動
的 変 形 に 追 従 し す ぎ て バ ス ト の 揺 れ が 大 き く な る 問 題 が あ る 。
　 ま た 、 本 出 願 人 が 所 有 し て い る 特 許 第 ３ ２ ７ ２ ２ ３ ３ 号 （ 特 許 文 献 １ ） の 低 反 発 素 材 を
用 い た 場 合 に は 、 動 的 挙 動 に 対 す る 追 従 性 が 遅 れ 、 特 に 、 原 形 へ の 復 帰 が 遅 れ る 問 題 が あ
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 し た 点 か ら 、 バ ス ト の 動 き に 対 す る 追 従 性 を 高 め 、 動 的 快 適 性 を 有 す る カ ッ プ 材 と
し て は 弾 性 素 材 で あ る こ と が 好 ま し い 。
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　 こ の 種 の 弾 性 素 材 か ら な る カ ッ プ 材 と し て 、 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ０ ０ ４ ０ ３ 号 （
特 許 文 献 ２ ） で 、 ブ ラ ジ ャ ー の カ ッ プ 部 を 構 成 す る パ ッ ド あ る い は 、 ブ ラ ジ ャ ー に 設 け た
袋 部 内 に 着 脱 自 在 に 収 納 さ れ る パ ッ ド と し て 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 発 泡 ウ レ タ ン か ら な
る 高 硬 度 弾 性 層 １ ０ ２ と 低 硬 度 弾 性 層 １ ０ ３ と の ２ 層 構 造 の パ ッ ド １ ０ ０ を 布 １ ０ ４ 、 １
０ ４ 内 に 収 納 し た も の が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 パ ッ ド １ ０ ０ で は 、 硬 度 を 変 え た ２ 層 の 発 泡 ポ リ ウ レ タ ン を 収 納 し て い る 布 １ ０ ４
に つ い て の 種 類 や 物 性 等 が 記 載 さ れ て い な い た め 、 布 １ ０ ４ が 弾 性 層 １ ０ ２ 、 １ ０ ３ に 追
従 で き る か 否 か 不 明 で あ る 。 ま た 、 高 硬 度 弾 性 層 １ ０ ２ が 肌 側 の 低 硬 度 弾 性 層 １ ０ ３ の 外
面 側 に 積 層 さ れ て い る た め 、 バ ス ト の 挙 動 に 低 硬 度 弾 性 層 １ ０ ３ が 追 従 し よ う と し て も 外
面 側 の 高 硬 度 弾 性 層 １ ０ ２ に よ り 追 従 が 規 制 さ れ る 恐 れ が あ る 。 特 に 、 外 面 側 の 高 硬 度 弾
性 層 １ ０ ２ の 硬 度 が 規 定 さ れ て い な い た め 、 非 常 に 硬 度 が 高 い 場 合 に は 弾 性 機 能 が 余 り 発
揮 さ れ ず 、 造 形 性 を 主 た る 機 能 と す る カ ッ プ 材 と 同 様 な カ ッ プ 材 と な り 、 動 的 快 適 性 も 得
ら れ る カ ッ プ 材 と は な ら な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ２ ７ ２ ２ ３ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ０ ０ ４ ０ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 前 記 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 バ ス ト を ふ ん わ り と 包 み な が ら 、 バ ス
ト が 動 い た 時 の 追 従 性 に 優 れ 、 特 に 、 変 形 後 の 原 形 へ の 復 帰 が 迅 速 に 行 わ れ 、 単 に バ ス ト
の 動 き に 追 従 し て 伸 び る だ け で な く 、 ば ね の よ う に 跳 ね 返 す 力 を 有 し 、 動 的 快 適 性 を 有 す
る カ ッ プ 材 お よ び 該 カ ッ プ 材 か ら な る カ ッ プ 部 を 備 え た 衣 類 を 提 供 す る こ と を 課 題 と し て
い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 、 荷 重 が 負 荷 さ れ た 時 に 発 生 す る 応 力 と 、 応 力 発 生
開 始 時 か ら 応 力 が ピ ー ク に 達 す る ま で の 時 間 と の 積 で あ る 圧 力 積 分 値 が 、 ３ ０ ０ ０ ～ １ ３
０ ０ ０ の 範 囲 内 で 、 か つ 、 該 圧 力 積 分 値 の 範 囲 内 に お け る 回 復 率 が ８ ５ ％ ～ １ ０ ０ ％ で あ
る 弾 性 素 材 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る カ ッ プ 材 を 提 供 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 特 定 範 囲 の 物 理 的 特 性 を 有 す る カ ッ プ 材 は 、 バ ス ト が 動 い た 時 に 迅 速 に 追 従 し て 伸
び る と 共 に 変 形 す る が 、 単 に バ ス ト の 動 き に 応 じ て 伸 び る と 共 に 変 形 す る だ け で な く 、 ば
ね の よ う に 跳 ね 返 す 弾 力 を 有 し 、 変 形 後 の 回 復 が 早 く 、 よ っ て 、 バ ス ト へ の 一 体 感 や 密 着
感 が 強 く 、 動 的 快 適 性 に 優 れ た も の と な る 。
　 前 記 物 理 的 な 特 定 範 囲 は 、 発 明 者 が 多 数 種 類 の カ ッ プ 材 を 用 意 し 、 弾 性 材 反 発 性 測 定 装
置 を 用 い て 実 験 を 繰 り 返 し て 測 定 し た 結 果 、 知 見 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 弾 性 材 反 発 性 測 定 装 置 は 、 図 １ に 示 す 本 発 明 者 が 開 発 し た オ リ ジ ナ ル な 繊 維 製 品 の
弾 力 性 測 定 装 置 か ら な る 。 該 測 定 装 置 は 、 試 料 と な る カ ッ プ 材 １ を 枠 内 に 保 持 す る 枠 状 保
持 具 ２ と 、 該 枠 状 保 持 具 ２ を 上 下 往 復 作 動 さ せ る シ リ ン ダ 等 か ら な る 昇 降 手 段 ３ と 、 前 記
枠 状 保 持 具 ２ 内 に 保 持 さ れ た 弾 性 素 材 ２ の 上 面 に 接 触 さ せ る 圧 縮 子 ４ と 、 該 圧 縮 子 ４ を 下
端 面 に 取 り 付 け た 圧 縮 ロ ー ド セ ル ５ と 、 該 圧 縮 ロ ー ド セ ル ５ が 取 り 付 け ら れ た 圧 縮 試 験 機
本 体 ６ と を 備 え て い る 。 前 記 圧 縮 子 お よ び 圧 縮 ロ ー ド セ ル を 備 え た 圧 縮 試 験 機 本 体 は 、 カ
ト ー テ ッ ク 社 製 の 圧 縮 試 験 機 （ Ｋ Ｅ Ｓ － Ｇ ５ ） か ら な る 。
　 測 定 時 に は 、 圧 縮 試 験 機 本 体 ６ は 固 定 す る 一 方 、 昇 降 手 段 ３ を 駆 動 し て 、 枠 状 保 持 具 ２
を 試 料 の カ ッ プ 材 １ と 共 に １ 分 間 に ６ ０ 回 、 １ ． ５ ｃ ｍ 上 下 往 復 作 動 さ せ る 。 こ の 上 下 往
復 作 動 さ れ る カ ッ プ 材 １ に 対 し て 接 触 さ せ た 圧 縮 子 ４ が 感 知 す る 応 力 を 経 時 変 化 で 測 定 し
、 変 化 時 の 回 復 率 を 測 定 し た 。 前 記 カ ッ プ 材 １ は 肌 側 を 圧 縮 子 ４ に 接 触 さ せ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 図 ２ （ Ａ ） は 、 繰 り 返 し 上 下 運 動 さ せ た 間 の ３ 回 分 の 山 Ｍ を 示 し 、 山 Ｍ の 前 半 分 部 分 Ｘ
は カ ッ プ 材 １ が 上 昇 し て 圧 縮 子 ４ に 押 し 上 げ 荷 重 を 作 用 さ せ た 部 分 に 該 当 し 、 山 Ｍ の 後 後
半 部 分 Ｙ は カ ッ プ 材 １ が 下 降 し て 圧 縮 子 ４ へ の 荷 重 を 解 除 し た 部 分 に 該 当 す る 。
　 図 ２ （ Ｂ ） の 前 半 部 分 Ｘ の 圧 力 積 分 値 に 対 し て 、 後 半 部 分 Ｙ の 圧 力 積 分 値 が １ ０ ０ ％ 、
即 ち 、 前 半 部 分 Ｘ と 後 半 部 分 Ｙ と が 左 右 対 称 と な る と 、 変 形 挙 動 に 対 し て 逆 の 変 形 挙 動 を
と り な が ら 同 一 速 度 で 原 形 に 回 復 し て い る こ と を 表 す 。 よ っ て 、 回 復 率 が １ ０ ０ ％ に 近 づ
く 程 、 負 荷 が 解 除 さ れ た 時 の 回 復 力 、 即 ち 、 弾 力 が 強 い こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 測 定 結 果 は 図 ３ の グ ラ フ に 示 す 通 り で 、 前 半 部 分 Ｘ の 応 力 積 分 値 は 、 縦 軸 で 示 す 負 荷 に
応 じ て 発 生 す る 応 力 と 、 横 軸 で 示 す 応 力 発 生 時 か ら 応 力 が ピ ー ク に 達 す る 時 間 と の 積 か ら
応 力 積 分 値 が 求 め ら れ る 。 後 半 部 分 Ｙ の 応 力 積 分 値 は 応 力 が ピ ー ク に 達 し た 時 か ら 応 力 が
無 く な る ま で の 時 間 と 応 力 と の 積 か ら 求 め ら れ る 。
　 前 記 し た 前 半 部 分 Ｘ の 応 力 積 分 値 が 大 き く な る と 、 カ ッ プ 材 に 荷 重 が 負 荷 さ れ た 時 の 応
力 が 大 き く 、 バ ス ト に 対 す る 圧 迫 感 や 締 付 感 が 強 く な る 。 逆 に 応 力 積 分 値 が 小 さ く な る と
、 負 荷 に 対 し て 発 生 す る 応 力 が 少 な く 、 バ ス ト の 動 き に 対 し て 変 形 し て 追 従 す る こ と と な
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ３ の グ ラ フ で は 測 定 し た 多 数 の カ ッ プ 材 の う ち 、 代 表 的 な カ ッ プ 材 Ａ ～ Ｄ の 測 定 結 果
を 示 し て い る 。
　 カ ッ プ 材 Ａ は 造 形 美 を 付 与 す る こ と を 主 た る 機 能 と す る 代 表 的 な カ ッ プ 材 で 、 図 ４ （ Ａ
） に 示 す よ う に 、 肌 側 は 不 織 布 の 肌 側 面 に 天 竺 素 材 、 外 面 側 に ト リ コ ッ ト 素 材 を 接 着 剤 で
ラ ミ ネ ー ト し た 素 材 、 外 側 は エ ン ブ ロ イ ダ リ ー （ 刺 繍 ） レ ー ス か ら な る 。
　 カ ッ プ 材 Ｂ は 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 バ ス ト が 動 か な い 状 態 で の 静 的 快 適 性 を 追 求
し た カ ッ プ 材 で 、 肌 側 は 低 反 発 性 の 発 泡 ウ レ タ ン の 表 裏 両 面 に ト リ コ ッ ト 素 材 を ラ ミ ネ ー
ト し た 素 材 、 外 側 は エ ン ブ ロ イ ダ リ ー （ 刺 繍 ） レ ー ス か ら な る 。
　 カ ッ プ 材 Ｃ 、 Ｄ は 、 本 発 明 の 動 的 快 適 性 を 追 求 し た カ ッ プ 材 で あ る 。
　 カ ッ プ 材 Ｃ は 、 図 ４ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 肌 側 は ポ リ ウ レ タ ン 弾 性 糸 を 含 む ベ ア 天 竺 素
材 、 中 間 は 低 反 発 性 の 発 泡 ウ レ タ ン の 両 面 に ベ ア 天 竺 素 材 を 接 着 剤 で ラ ミ ネ ー ト し た 素 材
、 外 側 は 縦 横 方 向 に 伸 び る Ｔ ／ Ｗ ラ ッ セ ル か ら な る 。
　 カ ッ プ 材 Ｄ は 、 図 ４ （ Ｄ ） に 示 す よ う に 、 肌 側 は 低 反 発 性 の 発 泡 ウ レ タ ン の 表 裏 両 面 に
ベ ア 天 竺 素 材 を 接 着 剤 で ラ ミ ネ ー ト し た 素 材 、 外 側 は ス ト レ ッ チ ラ ッ セ ル レ ー ス か ら な る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ の グ ラ フ の 応 力 か ら 見 る と 、 造 形 美 を 追 求 す る カ ッ プ 材 Ａ は バ ス ト の 動 き に 応 じ て
発 生 す る 応 力 が 大 き く 、 バ ス ト の 動 き に 追 従 し に く い も の で あ る こ と が 分 か る 。
　 静 的 快 適 性 を 追 求 す る カ ッ プ 材 Ｂ も 応 力 が 比 較 的 大 き く 、 バ ス ト の 動 き に 対 す る 追 従 性
が 劣 る こ と が 分 か る 。
　 こ れ に 対 し て 、 動 的 快 適 性 を 追 求 し た カ ッ プ 材 Ｃ 、 Ｄ は 応 力 が 小 さ く 、 バ ス ト の 動 き に
追 従 し や す い も の で あ る こ と が 認 め ら れ る 。
　 バ ス ト か ら 負 荷 さ れ る 荷 重 に よ り 発 生 す る 応 力 は １ ０ ０ ０ ｇ ｆ を 越 え る と 、 圧 迫 感 が 比
較 的 大 き く な る た め 、 １ ０ ０ ０ ｇ ｆ 以 下 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ５ の グ ラ フ は 縦 軸 が 回 復 率 を 示 し 、 横 軸 が 前 記 山 Ｍ の 前 半 部 分 Ｘ の 応 力 積 分 値 を 示 す
。 　 前 記 応 力 積 分 値 は ３ ０ ０ ０ 未 満 と な る と 、 カ ッ プ 材 で は バ ス ト の 造 形 性 、 保 形 性 が 劣
る こ と と な る 。 一 方 、 ２ ５ ０ ０ ０ を 越 え る と 常 時 圧 迫 感 や 締 付 感 を 感 じ る こ と と な り 、 ２
５ ０ ０ ０ 以 下 で １ ３ ０ ０ ０ を 越 え る と 締 め 付 け 感 は 余 り な い が 、 バ ス ト が 挙 動 時 に は 比 較
的 追 従 し に く く な る 。 よ っ て 、 バ ス ト の 動 き に 抵 抗 な く 追 従 し な が ら バ ス ト の 保 形 性 を 保
つ に は 圧 力 積 分 値 が ３ ０ ０ ０ 以 上 １ ３ ０ ０ ０ 以 下 が 好 ま し い 。
　 一 方 、 回 復 率 は 前 記 し た よ う に １ ０ ０ ％ に 近 づ く 程 、 バ ス ト の 変 形 に 応 じ て 伸 び た り 変
形 し た り す る カ ッ プ 材 が 、 元 の 原 形 に 回 復 す る 力 が 強 い た め に 、 動 的 快 適 性 が 優 れ た も の
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と な る 。 前 記 造 形 美 を 追 求 す る カ ッ プ 材 Ａ で は 回 復 力 は ８ ７ ％ 以 下 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 し た 通 り 、 応 力 積 分 値 が 小 さ い ほ ど バ ス ト の 動 き に 追 従 し て 変 形 し 、 回 復 率 が 高 い
程 、 変 形 後 の 原 形 復 帰 力 が 強 い こ と と な り 、 カ ッ プ 材 と し て 場 合 に 動 的 快 適 性 が 優 れ た も
の と な る 。
　 図 ５ の グ ラ フ に 示 す 通 り 、 本 発 明 の カ ッ プ 材 Ｃ 、 Ｄ は 応 力 積 分 値 は ３ ０ ０ ０ ～ １ ３ ０ ０
０ の 範 囲 で 、 回 復 率 は ８ ５ ～ ９ ２ ％ の 範 囲 と な っ て い る 。 よ っ て 応 力 積 分 値 と 回 復 率 と の
両 方 か ら 動 的 快 適 性 が 優 れ た カ ッ プ 材 と 言 え る 。
　 こ れ に 対 し て 、 カ ッ プ 材 Ａ は （ ａ ） の 領 域 に あ り 、 応 力 積 分 値 が ２ ８ ０ ０ ０ ～ ５ ５ ０ ０
０ の 範 囲 で あ る た め 、 バ ス ト へ の 追 従 性 が 劣 り 、 か つ 、 回 復 率 も ８ ７ ％ 以 下 で カ ッ プ 材 Ｄ
， Ｃ よ り 劣 っ て い る 。
　 ま た 、 静 的 快 適 性 を 追 求 し た カ ッ プ 材 Ｂ は （ ｂ ） の 領 域 に あ り 、 応 力 積 分 値 が 動 的 快 適
性 か ら 求 め ら れ る １ ３ ０ ０ ０ を 越 え て お り 、 回 復 率 も カ ッ プ 材 Ｄ ， Ｃ よ り 劣 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 弾 性 材 の 反 発 測 定 試 験 か ら 、 本 発 明 は 、 前 記 し た よ う に 、 圧 力 積 分 値 が ３ ０ ０ ０ ～
１ ３ ０ ０ ０ の 範 囲 内 で 、 か つ 、 該 圧 力 積 分 値 の 範 囲 内 に お け る 回 復 率 が ８ ５ ％ ～ １ ０ ０ ％
で あ る 弾 性 素 材 を 備 え て い る カ ッ プ 材 Ｃ ， Ｄ が 、 動 的 快 適 性 に 優 れ た カ ッ プ 材 と な る こ と
を 究 明 し て 、 本 発 明 に 至 っ た も の で あ る 。
　 前 記 し た 特 定 範 囲 の 物 性 を 有 す る 弾 性 素 材 は 、 バ ス ト が 動 い た 時 に 追 従 性 に 優 れ 、 特 に
、 回 復 率 が ８ ５ ％ 以 上 で あ る こ と よ り 、 変 形 後 の 原 形 復 帰 力 が 優 れ た も の と な る 。 回 復 率
は ８ ５ ％ 以 上 あ れ ば 、 バ ス ト の 変 形 に 応 じ て 伸 び た り 変 形 し た カ ッ プ 材 が 比 較 的 迅 速 に 原
形 に 回 復 す る が 、 回 復 率 は 好 ま し く は ９ ０ ％ 以 上 で あ る 。
　 な お 、 動 的 快 適 性 に 優 れ た カ ッ プ 材 は 発 泡 ウ レ タ ン の 表 裏 両 面 に ベ ア 天 竺 素 材 を ラ ミ ネ
ー ト し た カ ッ プ 材 Ｃ 、 Ｄ に 限 ら れ ず 、 図 １ ０ 、 １ １ に 示 す よ う に ダ ブ ル ラ ッ セ ル 構 造 体 （
経 編 物 ） や ダ ブ ル ニ ッ ト 構 造 対 （ 緯 編 物 ） も 前 記 測 定 装 置 に よ る 試 験 結 果 か ら カ ッ プ 材 Ｃ
、 Ｄ と 同 様 な 圧 力 積 分 値 お よ び 回 復 率 を 有 し 、 動 的 快 適 を 追 求 す る カ ッ プ 材 と し て は 優 れ
た も の で あ る こ と を 知 見 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 動 的 快 適 性 に 優 れ た カ ッ プ 材 と な る 弾 性 素 材 は 、 発 泡 樹 脂 の 少 な く と も 外
面 に 伸 縮 性 素 材 を ラ ミ ネ ー ト し て 一 体 化 し た 素 材 、 あ る い は ダ ブ ル ラ ッ セ ル 構 造 体 や ダ ブ
ル ニ ッ ト 構 造 体 か ら な る 編 物 か ら な り 、 こ れ ら の 弾 性 素 材 は 前 記 し た よ う に 、 応 力 積 分 値
３ ０ ０ ０ ～ １ ３ ０ ０ ０ お よ び 回 復 力 ８ ５ ％ 以 上 を 有 す る も の で あ る 。
　 前 記 し た 発 泡 樹 脂 等 の 表 面 に 伸 縮 性 素 材 を ラ ミ ネ ー ト し た 弾 性 素 材 は 、 伸 縮 性 素 材 に よ
り バ ス ト の 動 き に 追 従 す る 機 能 を 備 え る と 共 に 、 伸 縮 性 素 材 だ け で は 奏 し え な い 弾 力 を 発
泡 樹 脂 等 で 持 た せ る こ と に よ り 、 迅 速 な 回 復 力 を 兼 ね 備 え た 機 能 を 付 与 で き 、 か つ 、 バ ス
ト を 柔 ら か く 包 む よ う に 保 持 し な が ら バ ス ト の 保 形 性 の 機 能 も 備 え た も の と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 発 泡 樹 脂 と し て は 発 泡 ウ レ タ ン 、 エ チ レ ン － 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体 の 発 泡 体 、 ポ リ エ
ス テ ル エ ラ ス ト マ ー の 発 泡 体 が 挙 げ ら れ る が 、 発 泡 ウ レ タ ン が 好 適 に 用 い ら れ る 。 該 発 泡
ウ レ タ ン は 見 か け 密 度 が １ ０ ～ ９ ５ ｋ ｇ ／ ｍ 3 、 好 ま し く は １ ５ ～ ８ ５ ｋ ｇ ／ ｍ 3 の 低 反 発
性 と し た も の が 好 適 に 用 い ら れ る 。
　 前 記 発 泡 樹 脂 に ラ ミ ネ ー ト ス ル 伸 縮 性 素 材 と し て ベ ア 天 竺 素 材 が 好 適 に 用 い ら れ 、 特 に
ポ リ ウ レ タ ン 弾 性 糸 を 含 む ベ ア 天 竺 素 材 が 好 適 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 し た 発 泡 ウ レ タ ン 等 の 表 面 に 伸 縮 性 素 材 を ラ ミ ネ ー ト し た 弾 性 素 材 に 、 さ ら に 、 前
記 カ ッ プ 材 Ｄ の よ う に 、 肌 側 に ポ リ ウ レ タ ン 弾 性 糸 を 含 む ベ ア 天 竺 素 材 を 積 層 し 、 外 側 に
縦 横 方 向 に 伸 び の よ り Ｔ ／ Ｗ ラ ッ セ ル を 積 層 し た 、 ３ 素 材 の 積 層 構 造 と す る と 、 前 記 し た
よ う に 、 応 力 積 分 値 が ９ ０ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ の 範 囲 で バ ス ト の 保 形 性 も 備 え 、 回 復 率 が ９
４ ～ ９ ５ ％ に 達 す る た め 、 バ ス ト の 動 き に 応 じ て 変 形 し た 後 に ば ね の よ う に 跳 ね 返 っ て 原
形 に 回 復 し 、 バ ス ト の 動 き に 対 応 す る ズ レ が 生 じ が な く 、 動 的 快 適 性 が 優 れ た も の と な る
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。 ま た 、 カ ッ プ 部 に 弾 力 性 が あ る た め 、 生 理 周 期 等 に よ り バ ス ト の 大 き さ が 変 わ っ て も バ
ス ト に 圧 迫 感 を 与 え ず 快 適 で い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 前 記 カ ッ プ 材 Ｃ の よ う に 、 肌 側 に 発 泡 ウ レ タ ン の 両 面 に ベ ア 天 竺 素 材 を ラ ミ ネ ー
ト し た 弾 性 素 材 を 配 置 し 、 外 側 に ス ト レ ッ チ レ ー ス を 配 置 し た カ ッ プ 材 も 、 応 力 積 分 値 が
３ ０ ０ ０ ～ １ ３ ０ ０ ０ の 範 囲 で 、 回 復 率 が ８ ５ ％ 以 上 で あ る た め 、 動 的 快 適 が 優 れ た カ ッ
プ 材 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 弾 性 素 材 の 厚 さ は ２ ０ ｍ ｍ 以 下 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ は ２ ０ ｍ ｍ を 越 え る と
、 カ ッ プ 部 の 厚 さ が 大 き く な り 過 ぎ 、 着 用 者 に 暑 苦 し さ を 感 じ さ せ る こ と と な る と 共 に 、
前 記 カ ッ プ 材 Ｄ の よ う に 、 該 弾 性 素 材 を 中 間 層 と し て さ ら に 肌 側 と 外 側 に 他 の 伸 縮 性 素 材
を 積 層 し た 場 合 に は 、 さ ら に カ ッ プ 部 の 厚 さ が 大 き く な り 過 ぎ る こ と と な る 。 下 限 は ４ ｍ
ｍ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 弾 性 素 材 は カ ッ プ 部 の 全 面 に 配 置 す る こ と が 最 も 好 ま し い が 、 少 な く と も バ ス ト ト
ッ プ に 当 た る 位 置 を 含 ん で カ ッ プ 部 全 面 の ６ ０ ％ 以 上 に 配 置 し て い る こ と が 好 ま し い 。 よ
り 好 ま し く は ８ ０ ％ 以 上 で あ り 、 全 面 に 前 記 弾 性 素 材 を 配 置 し て い な い 場 合 に は 、 バ ス ト
の 動 き に 余 り 追 従 し な い カ ッ プ 部 の 脇 側 部 分 に 弾 性 素 材 を 配 置 し な い 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 弾 性 力 を 有 す る こ と に よ り バ ス ト 変 形 後 の 回 復 力 が 優 れ た カ ッ プ 材 に よ
り カ ッ プ 部 を 形 成 し て い る カ ッ プ を 有 す る 衣 類 を 提 供 し て い る 。
　 該 カ ッ プ 部 を 有 す る 衣 類 と し て は 、 ブ ラ ジ ャ ー が 最 も 好 適 で あ る が 、 ブ ラ ス リ ッ プ 、 ボ
デ ィ ス ー ツ 、 水 着 、 レ オ タ ー ド 、 ス ポ ー ツ ウ エ ア 等 の カ ッ プ 部 も 前 記 カ ッ プ 材 か ら 形 成 し
て い る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の カ ッ プ 材 を 備 え た カ ッ プ 部 は 、 運 動 等 に よ り バ ス ト が 動 い て
も 、 こ の 動 く バ ス ト を 弾 力 性 の あ る カ ッ プ 材 か ら な る カ ッ プ 部 で 包 ん で い る の で 、 バ ス ト
の 動 き に カ ッ プ 部 が 追 従 し 、 動 き に 対 し て ズ レ が 生 じ な い 。 か つ 、 バ ス ト の 動 き 止 ま っ て
バ ス ト が 元 に 形 状 に 復 帰 し た 時 に カ ッ プ 部 に 迅 速 に 元 の 形 状 に 回 復 す る 。 こ の よ う に 、 バ
ス ト に カ ッ プ 部 が ぴ っ た り と 付 き 、 バ ス ト の 動 き と 一 体 感 が 生 じ る た め 、 動 的 快 適 性 に 優
れ た カ ッ プ 部 と す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 図 ６ は 本 発 明 の カ ッ プ 材 を カ ッ プ 部 の 全 面 に 亙 っ て 配 置 し た ブ ラ ジ ャ ー １ ０ を 示 す 。
　 ブ ラ ジ ャ ー １ ０ は 、 カ ッ プ 部 １ １ 、 土 台 部 １ ２ 、 背 面 部 １ ３ 、 肩 紐 １ ４ を 備 え 、 カ ッ プ
部 １ １ は 図 ７ に 示 す 積 層 構 造 か ら な り 、 前 記 カ ッ プ 材 Ｄ か ら カ ッ プ 部 １ １ を 形 成 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 カ ッ プ 材 Ｄ は 、 前 記 し た よ う に 、 低 反 発 性 の 発 泡 ウ レ タ ン ２ ０ の 両 面 に ベ ア 天 竺 素 材 ２
１ 、 ２ ２ を 接 着 剤 で ラ ミ ネ ー ト し た 弾 性 素 材 ２ ３ を カ ッ プ 部 １ １ の 全 面 に 亙 っ て 配 置 し て
い る 。 即 ち 、 土 台 部 １ ２ と の 接 合 ラ イ ン で あ る バ ー ジ ス ラ イ ン で 囲 ま れ た カ ッ プ 部 １ １ の
全 体 に 亙 っ て 弾 性 素 材 ２ ３ を 配 置 し て い る 。
　 さ ら に 、 前 記 弾 性 素 材 ２ ３ の 肌 側 に ポ リ ウ レ タ ン 弾 性 糸 を 含 む ベ ア 天 竺 素 材 ２ ４ を 配 置
し 、 外 側 に 縦 横 方 向 に 伸 び る Ｔ ／ Ｗ ラ ッ セ ル ２ ５ を 配 置 し た ３ 層 構 造 体 か ら な る 。
　 前 記 弾 性 素 材 ２ ３ は 図 １ に 示 す 弾 力 性 測 定 装 置 １ で 複 数 回 測 定 し た 結 果 、 前 記 し た よ う
に 、 図 ２ で 示 す 山 部 Ｍ に お い て 前 半 部 分 Ｘ の 応 力 積 分 値 が ９ ０ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ の 範 囲 で
、 該 前 半 部 分 Ｘ に 対 す る 後 半 部 分 Ｙ の 回 復 率 は ９ ４ ～ ９ ５ ％ に 達 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 前 記 し た カ ッ プ 材 Ｄ か ら な る カ ッ プ 部 １ １ を 備 え た ブ ラ ジ ャ ー １ ０ で は 、 カ ッ プ 部 を 前
記 し た バ ス ト の 動 き に 対 し て す ば や く 追 従 し 、 か つ 、 バ ス ト の 動 き が 停 止 し て 原 形 に 復 す
る と カ ッ プ 部 １ １ も 、 そ の 弾 性 回 復 力 に よ り 回 復 率 が ９ ４ ％ 以 上 の 早 さ で 回 復 し て 、 バ ス
ト の 形 態 に 追 従 す る 。
　 こ の よ う に 、 カ ッ プ 部 １ １ が バ ス ト の 動 き に ぴ っ た り と 追 従 し 、 動 き に 対 し て 一 体 感 を
有 し て い る た め 、 運 動 時 等 に お い て バ ス ト が 動 く 時 に カ ッ プ 部 に よ る 圧 迫 感 や 違 和 感 を 生
じ さ せ ず 、 動 的 快 適 性 が 優 れ た ブ ラ ジ ャ ー と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ８ お よ び 図 ９ は 第 ２ 実 施 形 態 の ブ ラ ジ ャ ー １ ０ ’ を 示 し 、 該 カ ッ プ 部 １ １ ’ を 構 成 す
る カ ッ プ 材 と し て 前 記 カ ッ プ 材 Ｃ を 用 い て い る 。 即 ち 、 肌 側 は 、 低 反 発 性 の 発 泡 ウ レ タ ン
２ ０ の 両 面 に ベ ア 天 竺 素 材 ２ １ 、 ２ ２ を 接 着 剤 で ラ ミ ネ ー ト し た 弾 性 素 材 ２ ３ を 備 え 、 外
側 に ス ト レ ッ チ レ ー ス ２ ５ を 配 置 し た 弾 性 素 材 ２ ６ を 用 い て い る 。
　 該 カ ッ プ 材 Ｃ は カ ッ プ 部 １ １ ’ の 脇 側 部 分 を 除 い て 配 置 し て お り 、 カ ッ プ 部 １ １ ’ の 全
面 に 対 し て ８ ０ ％ を カ ッ プ 材 Ｃ で 覆 う よ う に し て い る 。
　 カ ッ プ 材 Ｃ を 配 置 し て い な い 脇 側 部 分 は 、 カ ッ プ 材 Ｃ よ り も パ ワ ー を 有 す る カ ッ プ 材 Ｅ
で 形 成 し 、 カ ッ プ 材 Ｃ と カ ッ プ 材 Ｅ と を 縫 合 し て い る 。 な お 、 カ ッ プ 材 Ｅ の 外 側 に は カ ッ
プ 材 Ｃ の 外 側 に 配 置 す る ス ト レ ッ チ レ ー ス ２ ５ を 延 在 さ せ て 配 置 し 、 カ ッ プ 部 １ １ ’ の 外
面 全 面 を ス ト レ ッ チ レ ー ス ２ ５ で 覆 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 第 ２ 実 施 形 態 の ブ ラ ジ ャ ー に お い て も 、 カ ッ プ 材 Ｃ は 図 ２ で 示 す 山 Ｍ の 前 半 部 分 Ｘ
の 応 力 積 分 値 が ３ ０ ０ ０ ～ １ ３ ０ ０ ０ の 範 囲 で 、 回 復 率 が ８ ５ ％ 以 上 あ る た め 、 バ ス ト 保
形 性 を 保 持 し な が ら 、 バ ス ト の 動 き に ぴ っ た り と 追 従 で き 、 動 的 快 適 が 優 れ た カ ッ プ 材 と
な る 。 　
　 ま た 、 バ ス ト の 脇 側 部 分 は パ ワ ー の あ る カ ッ プ 材 Ｅ で 覆 っ て い る た め 、 バ ス ト の 肉 が 脇
側 に 流 れ る の を 抑 制 し 、 バ ス ト の 動 き に 追 従 し な が ら 、 バ ス ト の 造 形 性 も 備 え る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ ０ は 第 ３ 実 施 形 態 の カ ッ プ 材 Ｈ を 示 し 、 カ ッ プ 形 状 は 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 と し て い
る 。 該 第 ３ 実 施 形 態 の カ ッ プ 材 Ｈ は ダ ブ ル ラ ッ セ ル 構 造 体 （ 経 編 物 ） を 弾 性 素 材 と し て 用
い 、 該 弾 性 素 材 は 肌 側 に 配 置 し 、 外 側 に ス ト レ ッ チ ラ ッ セ ル レ ー ス を 配 置 し て い る 。
　 な お 、 前 記 ダ ブ ル ラ ッ セ ル 構 造 体 に 代 え て 、 ダ ブ ル ニ ッ ト 構 造 体 （ 緯 編 物 ） を 用 い て も
よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ １ は 第 ４ 実 施 形 態 の カ ッ プ 材 Ｉ を 示 し 、 カ ッ プ 形 状 は 第 １ 実 施 形 態 と 同 一 と し て い
る 。 該 第 ４ 実 施 形 態 の カ ッ プ 材 Ｉ は ダ ブ ル ニ ッ ト 構 造 体 （ 緯 編 物 ） を 弾 性 素 材 と し て 用 い
、 該 弾 性 素 材 は 肌 側 に 配 置 し 、 外 側 に Ｔ ／ Ｗ ラ ッ セ ル を 配 置 し て い る 。
　 な お 、 前 記 ダ ブ ル ニ ッ ト 構 造 体 に 代 え て 、 ダ ブ ル ラ ッ セ ル 構 造 体 を 用 い て も よ い し 、 外
側 の Ｔ ／ Ｗ ラ ッ セ ル に 代 え て ベ ア 天 竺 を 用 い て も よ く 、 縦 横 方 向 に 良 く 伸 び る 素 材 で あ れ
ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 前 記 第 ３ 、 第 ４ 実 施 形 態 の よ う に 、 弾 性 素 材 と し て 発 泡 樹 脂 を 用 い ず に 、 編 物 構 造 体 を
用 い て も よ く 、 前 記 カ ッ プ 材 Ｈ 、 Ｉ は い ず れ も 前 記 図 １ に 示 す 弾 力 性 測 定 装 置 に お け る 測
定 結 果 で 、 前 半 山 部 分 の 応 力 積 分 値 が ３ ０ ０ ０ ～ １ ３ ０ ０ ０ 、 回 復 率 ８ ５ ％ 以 上 を 得 て い
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の カ ッ プ 部 を 有 す る 衣 類 は 第 １ 、 第 ２ 実 施 形 態 の ブ ラ ジ ャ ー に 限 定 さ れ ず 、 水 着
や レ オ タ ー ド 等 の ス ポ ー ツ ウ エ ア に お い て 、 そ の 外 布 内 面 で バ ス ト に 当 た る 位 置 で 、 前 記
カ ッ プ 材 Ｄ 、 Ｃ 、 Ｈ 、 Ｉ 等 の 弾 性 素 材 ２ ３ を 備 え た カ ッ プ 部 を 設 け て お く と 、 運 動 時 に お
い て バ ス ト の 揺 れ に よ り バ ス ト を 重 く 感 じ る よ り も 、 該 バ ス ト を ふ ん わ り と 包 み な が ら バ
ス ト の 動 き に ぴ っ た り と 追 従 す る た め 、 着 用 し て い な い 状 態 よ り も バ ス ト を 軽 く 感 じ る こ
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と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の カ ッ プ 材 か ら な る カ ッ プ 部 を 有 す る 衣 類 と し て は 、 前 記 ブ ラ ジ ャ ー か ら な る イ
ン ナ ー の ほ か 、 ブ ラ ス リ ッ プ 、 ボ デ イ ス ー ツ に も 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 繊 維 製 品 の 弾 力 性 測 定 装 置 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ２ 】 （ Ａ ） は 図 １ の 測 定 装 置 に よ り カ ッ プ 材 を 測 定 し た 場 合 の 応 力 と 経 過 時 間 と の 関
係 を 示 す 線 図 、 （ Ｂ ） は 応 力 発 生 時 と 応 力 消 滅 時 と の 関 係 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 複 数 の カ ッ プ 材 の 測 定 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 （ Ａ ） ～ （ Ｄ ） は 測 定 し た カ ッ プ 材 の 構 成 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ５ 】 測 定 結 果 か ら 求 め た 応 力 積 分 値 と 回 復 率 と の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の ブ ラ ジ ャ ー を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の ブ ラ ジ ャ ー の カ ッ プ 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 の ブ ラ ジ ャ ー を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ８ の ブ ラ ジ ャ ー の カ ッ プ 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 ３ 実 施 形 態 の カ ッ プ 材 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 第 ４ 実 施 形 態 の カ ッ プ 材 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 例 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 Ｃ 、 Ｄ 、 Ｈ ， Ｉ 　 カ ッ プ 材
　 １ 　 弾 性 材 反 発 性 測 定 装 置
　 １ ０ 　 ブ ラ ジ ャ ー
　 １ １ 　 カ ッ プ 部
　 ２ ０ 　 発 泡 ウ レ タ ン
  ２ １ 、 ２ ２ 　 伸 縮 性 材
　 ２ ３ 　 弾 性 素 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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